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韓国と日本の高校生が瀬戸内海の環境と 
人工干潟の役割について学習します。 

 
 

この度、広島大学附属高校の日韓交流事業として、尾道市の海老干潟において韓国と日

本の高校生が瀬戸内海の環境と人工干潟の役割について学習することになりましたので、

お知らせします。 

海老干潟は、尾道糸崎港の整備に伴い発生した浚渫土砂を活用し、広島港湾・空港整備

事務所が昭和６３年から平成元年にかけて造成した干潟です。尾道糸崎港周辺では、百島、

灘にも干潟を造成しており、現在も高尾で干潟の整備を進めています。 

広島港湾・空港整備事務所では、当日、出前講座を行い、この事業に協力します。 

 

 
記 

 

○開催日   平成２５年１０月１３日（日）  

○場 所   海老干潟及び浦島漁業協同組合（別添資料参照）  

   ○参加者   ムンサン女子高校（１１名）、広島大学附属高校（１４名）ほか 

   ○ｽｹｼﾞｭｰﾙ   10:20頃～：干潟の生物観察 

                ※場所；海老干潟 

   13:40頃～：干潟の役割等に関する学習 

         ※場所；浦島漁業協同組合（尾道市浦崎町乙４１７５） 

          

 

 

＜問い合わせ先＞  

【担 当】国土交通省 中国地方整備局 広島港湾・空港整備事務所 

  （０８２）２５４－６４１１（代表：平日・昼間） 

副  所  長 ： 秋 山  敬 吾（あきやま けいご） 

工 務 課 長 ： 吉 川  信 彦（よしかわ のぶひこ） 
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【開催日】  平成２５年１０月１３日（日） 

【場 所】  海老干潟及び浦島漁業協同組合 

【参加者】  ムンサン女子高校（１１名）、広島大学附属高校（１４名）ほか 

【スケジュール】 

１０：２０ 海老干潟での実習 

    実習①：干潟の生物の観察 

１１：２０  実習②：観察のまとめ 

 

１２：００ 昼食（浦島漁業協同組合） 

 

１３：４０ 干潟造成と水産振興の関係についての学習 

講話（浦島漁業協同組合） 

   講義①「港湾整備と干潟造成」(中国地方整備局 広島港湾・空港整備事務所) 

   講義②「干潟のはたらき」(広島県東部農林水産事務所) 

１５：３０   質疑応答、代表生徒スピーチ、記念撮影 

 

【会場位置図】 
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